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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成27年5月28日(2015.5.28)

【公表番号】特表2014-509801(P2014-509801A)
【公表日】平成26年4月21日(2014.4.21)
【年通号数】公開・登録公報2014-020
【出願番号】特願2013-558319(P2013-558319)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｐ   1/18     (2006.01)
   Ｈ０１Ｐ   3/08     (2006.01)
   Ｈ０３Ｈ   7/18     (2006.01)
   Ｈ０３Ｈ   7/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｐ    1/18     　　　　
   Ｈ０１Ｐ    3/08     　　　　
   Ｈ０３Ｈ    7/18     　　　Ｅ
   Ｈ０３Ｈ    7/20     　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成27年4月10日(2015.4.10)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　調整されるべき入力信号を受け取るように動作可能な入力部と、
　前記入力部を出力部と結合する混成カプラ（１１０）と、
　前記入力信号を受け取るために前記混成カプラとやはり結合された集中等価インピーダ
ンス変成器回路を含む少なくとも１つの反射負荷（１０、１０Ａ～１０Ｃ、１０’）であ
って、前記集中等価インピーダンス変成器回路が、印加されるバイアス電圧に応じて前記
入力信号を調整するように、かつ前記調整済み入力信号を前記混成カプラに出力信号とし
て供給するように動作可能な液晶可変コンデンサを有する、少なくとも１つの反射負荷（
１０、１０Ａ～１０Ｃ、１０’）と
を備え、
　前記集中等価インピーダンス変成器回路が、
　半波長集中等価インピーダンス変成器回路であって、該半波長集中等価インピーダンス
変成器回路が直列の１対のインダクタを含み、該直列の１対のインダクタが第１、第２お
よび第３の液晶可変コンデンサに端部で結合され、該第１、第２および第３の液晶可変コ
ンデンサが、バイアス電圧に応じて、可変インピーダンスおよび可変の有効電気的長さの
両方を、混成カプラに提供して、調整済み位相入力信号を出力信号として供給するように
動作可能である、半波長集中等価インピーダンス変成器回路と、
　半波長集中等価インピーダンス変成器回路であって、該半波長集中等価インピーダンス
変成器回路が直列の１対の液晶可変コンデンサを含み、該直列の１対の液晶可変コンデン
サが第１、第２および第３のインダクタに端部で結合され、該第１、第２および第３のイ
ンダクタが、バイアス電圧に応じて、可変インピーダンスおよび可変の有効電気的長さの
両方を、混成カプラに提供して、調整済み位相入力信号を出力信号として供給するように
動作可能である、半波長集中等価インピーダンス変成器回路とのうちの一方を備え、
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　前記集中等価インピーダンス変成器回路が、４分の１波インピーダンス変成器（１５）
によって結合された少なくとも１対の前記半波長集中等価インピーダンス変成器回路を含
む、移相装置（１００、１００Ａ）。
【請求項２】
　前記第１および第２の液晶可変コンデンサが、等しい静電容量を有する、請求項１に記
載の移相装置。
【請求項３】
　前記第１および第２の液晶可変コンデンサのリアクタンスの絶対値が、前記１対のイン
ダクタそれぞれのリアクタンスの絶対値と一致する、請求項１または２に記載の移相装置
。
【請求項４】
　前記第２の液晶可変コンデンサが、前記第１および第３の液晶可変コンデンサそれぞれ
の前記静電容量の２倍である静電容量を有する、請求項１乃至３のいずれか１項に記載の
移相装置。
【請求項５】
　前記１対の液晶可変コンデンサが、等しい静電容量を有する、請求項４に記載の移相装
置。
【請求項６】
　前記第１および第２のインダクタのリアクタンスの絶対値が、前記１対の液晶可変コン
デンサそれぞれの絶対値と一致する、請求項４または５に記載の移相装置。
【請求項７】
　前記第２のインダクタが、前記第１および前記第３のインダクタそれぞれのインダクタ
ンスの半分であるインダクタンスを有する、請求項４乃至６のいずれか１項に記載の移相
装置。
【請求項８】
　前記集中等価インピーダンス変成器回路が、少なくとも１対の前記半波長集中等価イン
ピーダンス変成器回路を含む、請求項１乃至７のいずれか１項に記載の移相装置。
【請求項９】
　前記集中等価インピーダンス変成器回路が少なくとも１対の前記半波長集中等価インピ
ーダンス変成器回路を含み、該少なくとも１対の前記半波長集中等価インピーダンス変成
器回路の両方が前記混成カプラに並列に結合されている、請求項１乃至８のいずれか１項
に記載の移相装置。
【請求項１０】
　前記集中等価インピーダンス変成器回路が、４分の１波インピーダンス変成器（１５）
によって結合された前記半波長集中等価インピーダンス変成器回路の少なくとも第１の対
と、４分の１波インピーダンス変成器によって結合された前記半波長集中等価インピーダ
ンス変成器回路の少なくとも第２の対とを含み、前記第１の対および前記第２の対の両方
が前記混成カプラと並列に結合される、請求項１乃至９のいずれか１項に記載の移相装置
。
【請求項１１】
　前記液晶可変コンデンサが平行板液晶可変コンデンサを含む、請求項１乃至１０のいず
れか１項に記載の移相装置。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１２】
　一実施形態では、第１および第２の液晶可変コンデンサは、等しい静電容量を有する。
【誤訳訂正３】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１７】
　一実施形態では、１対の液晶可変コンデンサは、等しい静電容量を有する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
　回路網１０は、２つのインダクタおよび３つの液晶可変コンデンサを含む。各インダク
タは、点Ａと点Ｂの間に直列に配置される。第１のコンデンサは、点Ａに対してインダク
タの１つと並列に設けられる。同様に、１つのコンデンサが、点Ｂに対して第２のインダ
クタと並列に設けられる。第３のコンデンサが、第１と第２のインダクタの間のノードに
結合されて設けられる。これらのインダクタは、等しいインダクタンスを有する。第１お
よび第２のコンデンサは、等しい静電容量を有する。第３のコンデンサの静電容量は、第
１または第２のコンデンサのそれの２倍である。第１または第２のコンデンサのリアクタ
ンスの絶対値は、第１または第２のインダクタのリアクタンスの絶対値と一致する。
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